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2001.7.28 PM7:40～ 三味線会館野外ステージ 

金木さなぶり荒馬＆大館曲げわっぱ太鼓 
津
軽
の
大
祭
り
 

サントピアホーム夏わI 

2001.7.25 PM7:QO- 

大東ケ丘サントピアホーム

嘉瀬の奴踊り＆金木さなぶり荒馬

ホームオリジナル「津軽平野」、盆踊り 
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2001.728'-29 町内各所で津軽三味線生演奏

同7.28 PM7:0O～ 津軽三味線まんじ流ライブ

同7.29 PMO:30～ 山上進ライブ 

（三味線会館野外ステージ） 
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川倉小 PTA父母の会 

ねぶた＆キッズソーラン 
叫創、 

気 

2001. 7.2 1 

PM6 :00～ 川倉地区内ねぶた運行 

PM6 :30～ ふれあいセンター前キッズソーラン演舞 
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す
る
た
め
に
、
「ポ
イ
捨
て
禁
止
」
・
「ふ
ん
害
の

防
止
」
・
「回
収
容
器
の
設
置
」
な
ど
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
環
境
美
化
の
促
進
と
快
適
な
生
活
を

確
保
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適切な管理が必要 
・設置場所】容易に回収できる場所 

・材質】金属、プラスチツクなど

容易に破損しないもの 

容積】1台につき18リットル以上 

安全性があり、投入が容易で美観

を損なわないもの 

☆飼い犬等のフン 
・自己敷地等において適切な処理 

・公共の場所、他人の所有地では 

直ちに回収 

臨kiR謁親 

(
 

(
 

☆ポイ捨て禁止の対象 

一A  $1 ブ α-カす 

rL 蕪黒畿袋 
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☆町民等の責務 
町民だけでなく、町内に勤務する人や学生、一時滞在者、旅行者も対

象として、自主的に清掃活動を行い地域環境の美化に努め、町が実施

する防止に関する施策に協力することになっています。 

☆防止重点地域及び環境美化推進指導員 
環境の美化を推進する必要があるとみとめる地域をポイ捨て及び 

ふん害防止重点地域として指定することができます。 

また、この防止のために環境美化推進指導員を置く。 

☆違反者の公表 
違反したものに対して、書面により勧告及び命令することができ

ます。 

なお、正当な理由がなくこの命令に従わないときは氏名等を公表

することができます。 
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町 「自治体毎にゴミの分別の仕方が違うので旅行者や一時滞在者に協 

角 
力を求める場合の方法が難しいのでは。環境美化をうったえるポス

ターや看板など考えられるが、それ自体で美観を損なわないようにし

の てほしい」 

声 「芦野公園内のフンが気になっていたが、近頃は袋などを持ち歩いて

犬の散歩をしている人が多くなった」 

／ × 「空き缶等回収器へ紙おむつや生ゴミなど捨てられて困っている。」 
××ノ 
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▲みごとな演奏に拍手 

一一一．■■■鵬鵬~ 

▼弘前やまぶき会のみなさん 

、’ ~~ 

▲川村貞夫さん ▲蝦名貴子さん 

▼鯵ケ沢町増田組のみなさん 

金木町津軽三味線会館 

開館一周年記念イベント 

金木町津軽三味線会館 

開館一周年記念イベント 
津軽 二I味耕I先人達の偉業を讃える祭典 

▲みごとなバチさ
ばきの上妻宏光
さん ~■■■■■．幽．■■■．■■■~ 

~■uiuu■■■uu■u■■II 
▲出演者全員による合奏でフィナーレ 

平
成
十
二
年
四
月
二
十
一
日
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
津
軽
三
味
線
の

歴
史
や
生
演
奏
な
ど
で
「
津
軽
三

味
線
発
祥
地
で
あ
る
金
木
町
」
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
観
光
振
興

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
同
会
館
が

一
周
年
を
迎
え
、
七
月
十
四
日
に

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。
 

イ
ベ
ン
ト
は
、
長
谷
川
三
絃
会
、
 

福
士
三
絃
会
、
津
軽
三
味
線
ま
ん

じ
流
に
よ
る
力
強
い
音
色
と
響
き

の
合
奏
で
始
ま
り
、
二
代
目
白
川

軍
八
郎
さ
ん

・
函
青
く
に
子
さ
ん

の
こ
ぶ
し
の
き
い
た
民
謡
、
津
軽

三
味
線
全
日
本
金
木
大
会
第
一
回

優
勝
者
で
プ
ロ
と
し
て
活
躍
中
の

上
妻
宏
光
さ
ん
の
迫
力
あ
る
見
事
 
 

な
バ
チ
さ
ば
き
で
の
独
演
、
蝦
名

貴
子
さ
ん
と
川
村
貞
夫
さ
ん
の
唄

で
弘
前
や
ま
ぶ
き
会
社
中
と
鯵
ケ

沢
町
増
田
組
の
華
麗
な
る
民
舞
の

披
露
と
続
き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出

演
者
全
員
で
合
奏
を
し
、
ス
テ

ー
 

ジ
前
広
場
の
観
客
約
五
百
人
は
、
 

お
し
み
な
い
拍
手
と
声
援
を
送
り

な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ト
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会
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上
明
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華
恵
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ん
 

▲長谷川三絃会（左）、津軽三味線まんじ流（中）、 
~ 	福士三絃会（右）の合奏 
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